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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

昆虫病原性線虫剤（商品名：バイオセーフ）によるリンゴのヒメボクトウ防除技術を確立した。ヒメボクトウの幼虫は複数年に

渡り、集団で枝幹内部を加害するため、被害樹は主枝または樹単位で枯死する場合が多い。しかし、効果的な防除法が確立

されていないため対策が進んでいないのが現状である。そこで、ヒメボクトウに対して唯一適用のある（平成 25 年３月１日現

在）本剤の効果的な処理時期および処理方法について検討した。その結果、春と秋に蓄圧式散布器を用いて本剤を樹幹注入

することにより、高い防除効果が得られることが明らかになった。

(1) 本剤の有効成分であるスタイナーネマ カーポカプサエ（昆虫病原生線虫）の活動温度帯（15～30℃）を考慮し、処理

区として春処理と春・秋処理を設け、同一の被害部位に対して平成23年～平成24年にかけ継続して処理を行った。春処

理は平成23年６月６日と平成 24年５月 31日の計２回、春・秋処理は平成23年６月６日と 10月７日、平成 24年５月 31

日の計３回処理した。本剤の薬液（2,500万頭／25Ｌ）を50mlの注射筒を用いて、ヒメボクトウ幼虫のフラス（虫糞と木屑が

混じったもの）排出孔に約100ｍｌずつ樹幹注入した。

(2) 春・秋処理では蓄圧式散布器（商品名：らくらく直射スプレー２L）による処理区を設けた。注射筒による処理区と同じ

日に蓄圧式散布器のノズルの先端をフラス排出孔に押しつけ、他のフラス排出孔から薬液が噴出する程度の量（平均約

75 ml／フラス排出孔）を樹幹注入した。

(3) 本剤の樹幹注入はヒメボクトウ幼虫の密度低下に効果があり、春処理に比較して春・秋処理の防除効果が高かった

（表１）。

(4) 蓄圧式散布器による本剤の樹幹注入は注射筒による処理と比較して防除効果が高かった（表１）。

２ 期待される効果

(1) 被害樹の衰弱および枯死を防ぐことができる。

(2) 被害樹から羽化する成虫の個体数を減らせるため被害の拡大を抑制することができる。

３ 適用範囲

本種の発生が確認されている県内のリンゴ産地

４ 普及上の留意点

(1) 本剤の処理時期は５月中～下旬（蛹化期前）と９月中旬～10月上旬頃を目安とする。

(2) 被害部位のフラスおよび粗皮を除去してから処理する。

(3) 被害部位の状況により効果のばらつきが大きいため、処理後のフラス排出状況をよく観察する。

(4) 作業性を考慮すると蓄圧式散布器による処理が実用的である。

(5) フェロモントラップにより成虫の発生時期を把握することで、より効果的な処理時期を判断することができる。

(6) ニホンナシのヒメボクトウ防除にも適用できる技術である。
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表１ ヒメボクトウに対する昆虫病原性線虫剤（バイオセーフ）の防除効果(平成23年～平成24年)

H23春処理 越冬後 H24春処理

処理前 H23春処理後 越冬後 H24春処理後 後の補正 の補正密 後の補正
（H23.6.6） （H23.7.8） （H24.5.31） （H24.6.28） 密度指数* 度指数* 密度指数*

春処理 Ⅰ 12 0 8 4
(注射筒) Ⅱ 6 5 3 0

Ⅲ 8 5 16 8
Ⅳ 4 4 17 7

Ⅴ 20 6 ― ― 枯死
平均 10.0 4.0 11.0 4.8 31 72 37

春・秋処理 Ⅰ 18 24 6 3
(注射筒) Ⅱ 12 2 3 0

Ⅲ 7 0 5 3
Ⅳ 15 1 ― ― 枯死
Ⅴ 6 7 3 0
平均 11.6 6.8 4.3 1.5 45 24 10

春・秋処理 Ⅰ 31 10 3 1
(蓄圧式散布器) Ⅱ 21 5 4 1

Ⅲ 9 6 0 1
Ⅳ 17 9 3 0
Ⅴ 7 2 ― ― 枯死
平均 17.0 6.4 2.5 0.8 29 10 3

無処理 Ⅰ 14 16 15 14
Ⅱ 6 17 ― ― 枯死

Ⅲ 8 6 9 6
Ⅳ 3 4 9 7
Ⅴ 10 10 17 15
平均 8.2 10.6 12.5 10.5 100 100 100

注）供試樹：「ふじ」等（マルバカイドウ台成木）
注）処理後の補正密度指数*：
（処理区の処理後密度／処理区の処理前密度）×（無処理区の処理前密度／無処理区の処理後密度）×100

区 反復
フラス排出孔数

備考

写真２：ヒメボクトウの老熟幼虫 写真３：蓄圧式散布器による処理写真１：リンゴの被害樹


